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洗浄除菌水生成装置�
コア・クリーンのご提案�



コア・クリーンでの衛生管理�

水道水に専用添加剤を添加して�
電気分解により洗浄除菌水を作ります。�

次亜塩素酸水�

l  ＰＨ：５～6.５�

l  有効塩素濃度：２0±10ppm�

l  塩酸・食塩水を電解し生成します�

l  吐水量：毎分2.5Ｌ、5L（2機種）�

食品添加物の殺菌料�＝



次亜塩素酸水の殺菌力とは？�
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次亜塩素酸水生成方法について�



次亜塩素酸水のエビデンス�
	 ●コアクリーン生成水＝次亜塩素酸水　次亜塩素酸水は食品添加物指定。�

　　（官報第3387号）（官報号外96号　食安発0426台号）　�

  ●生成水は人体の健康に害をおよぼす恐れはありません。�

　　（食府発第49号）�

  ●生成水は水質基準に適合しています。�

　　（社団法人高知県食品安全衛生協会　水質試験検査生成貴書）　�

  ●大腸菌やMRSA及びノロウィルス等を不活性化させることができます。�

　　（財団法人食品薬品安全センター　殺菌試験報告書）�

  ●大量調理施設衛生管理マニュアル改訂により次亜塩素酸水の使用が認められています。�

　　（食安発0518第1号）�

	 ●次亜塩素酸生水成装置に関するJIS制定がされました。�

　　（日本工業規格　B8707）�

�
※　薬剤とは異なり手指洗浄をはじめ様々な用途に安心して使用できます。医療用具、医薬品生成装置ではありません。�

�



コアクリーン生成水＝次亜塩素酸水です�

コア・クリーンから生成
される水は次亜塩素酸水
と呼ばれる食品添加物の
殺菌料として認可されて

いる水です。�



次亜塩素酸水の安全性�

★急性毒性�

★遺伝毒性�

★細胞毒性�

★刺激性及び感作性�

�

　　において安全性に問題はないものと考えられる�

　　　（府食第94号　平成１９年１月２５日　食品安全委員会）�

※食品安全委員会は平成15年７月１日に内閣府に設置）�



「大量調理施設衛生管理マニュアル」の改訂と
次亜塩素酸水の生食への使用規定�



コア・クリーン�
生成水の水質�

水質基準に適合�



SJQA認証�
（日本品質保証機構）�

電化製品等�
機器に関する�

安心認証�



JIS制定�
（日本工業規格）�

生成する装置に�
関してJIS認証�
を受けました！�



コア・クリーン生成水の除菌力�
コア・クリーン水の有効塩素濃度:３０mg/kg　pH:６.０�
処理時間:細菌芽胞は30分、他微生物は１分　　数値はすべて1mLあたりの生菌数（CFU/mL）�

(財)食品薬品安全センター秦野研究所　N-11-00117�

試験菌� 初発菌数� 60秒後�

腸管出血性大腸菌(Ｅ．ｃｏｉｌ)� 1.5×106� ＜10�

サルモネラ菌(Ｓ．ｅｎｔｅｒｉｃａ)� 1.6×106� ＜10�

黄色ブドウ球菌(Ｓ．ａｕｒｅｕｓ)� 1.4×106� ＜10�

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌(ＭＲＳＡ)� 2.6×105� ＜10�

緑膿菌(Ｐ．ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ)� 2.6×105� ＜10�

黒かび(Ｃ．ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｏｉｄｅｓ)� 1.2×106� 1.3×102�

セレウス菌(芽胞)(Ｂ．ｃｅｒｅｕｓｕ)� 8.5×104� (30分後)　7.5×10�
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機能水比較表�

機能水名� 微酸性電解水� カンファ水・ハセッパ水� 次亜塩素ナトリウム� アルコ－ル(エタノ－ル)�

浄化槽� 影響なし� 影響少ない� 影響あり� 影響なし�

希釈� なし� なし� あり� あり�

無効な菌� 芽胞菌まで可能� 芽胞菌まで可能� 芽胞菌不可�
ノロ・インフルエンザ�
糸状菌・芽胞菌不可�

人体への影響� ◎� ○� ×� △�

PH � 5.0～6.5� 5.0～7.5� 8.6以上� 7.0�

空間噴霧� ◎� △　作業中は避ける� ×� ×�

トリハロメタン� ×�

臭素酸�

使用上の注意�
嘔吐物・吐射物への�

効果が弱い。�
紫外線・高温に弱い。�

残留性が高い。�
発癌物質の生成有り。�

濡れている箇所での�
使用不可。�



洗浄除菌水生成装置コア・クリーンの特徴�

�

l  非接触ハンドセンサー搭載で�

　　つねに衛生的な手指洗浄が可能�

l  すすぎ水が最小限で節水効果�

l  手洗い用シンクサイドにそのまま�

　　おける便利な設計�

　　巾280　奥行き165　高さ370（㎜）　　�

l  蛇口から分岐でき簡単に設置�

l  消費電力　70Ｗ　�

l  耐震対策には壁掛けキット�

　　　（別途オプション装備）�

�



ランニングコスト及び消耗品�

	 コアクリーン生成水１Ｌ当り�

　水道・電気代・添加液＝約1.５円�

�
l 添加液１Ｌで　約８００Ｌの生成水が出来ます。�

l 添加液１０Ｌ容器＝１５,０００円（標準価格）�

l 添加液１Ｌボトル×４本＝１0,０００円�

　　（※注意　水質・水温などにより変動いたします。）�

１５秒洗浄	

（標準価格）�

電解水生成量　8,000L（専用添加液10Lを８００倍希釈）�

手洗い洗浄時間　15秒＝625ml　8,000L÷６２５ml＝12,800回　使用可能�



ランニングコスト　手指除菌比較�

ランニングコスト比較では薬剤の約５分の１�

�

●コア・クリーン水の場合�●他社製品の場合（500ml）�

1回の手指除菌に約３ml使用した場合�
（他社製品の価格は1,２00円で計算）�

１回の手指除菌にかかる費用は �

約7.2円�
（水道水、電気代、添加剤を含む）	

VS 

1回の手指除菌に15秒間使用した場合�
（15秒 約625ml 添加液原価で計算）�

１回の手指除菌にかかる費用は �

約1.5円�



コストシュミレーション�

他社製品との比較　ランニングコスト�

1日の使用回数  （従業員７５名×1日４回洗浄＝3０0回）�

1カ月の使用回数（3０0回×稼働日22日＝6,600回）�

専用添加液10Lで約2ヵ月使用できます。�

 	
�

上記同条件　１カ月�

他社製品（薬剤）　  6,600回×7.2円＝　47,520円�

コアクリーン　　　  6,600回×1.5円＝　   9,900円�

1年間同条件で使用すると�

他社製品（薬剤）　47,520円×12カ月＝570,240円�

コアクリーン　　　　9,900円×12か月＝118,800円�

約45万円�
お得に!!�



さまざまな場所で使用可能�
ご高齢者からお子様まで安心して除菌対策ができます。�
こんなところもそのままで？といった場所でも安心してご使用できます！　�



トイレ掃除�

手洗い�

汚物処理時�

食材の洗浄�

ホテル・旅館使用例�

　調理器具�

スプレーボトルなどの容器に入れてお使いいただけます。�

ノロウイルス対策にも！�

客室の�
空間噴霧�

厨房内�

温泉施設の清掃�

タオル・ふきん
類の洗濯時�

カビを除菌・臭いを無くします。�

館内の清掃�



拭き掃除�

トイレ掃除�

食器類�おもちゃ�

汚物処理時�

手洗い�

下駄箱の�
消臭　除菌対策�

赤ちゃんにも�

・手指の除菌�
・ほ乳瓶や布団の除菌�
・おむつ替えの時に�

スプレーボトルなどの容器に入れてお使いいただけます�

幼稚園・保育園使用例�

ノロウイルス・インフルエンザ対策にも！�

空間噴霧�



トイレ掃除�

手洗い�

汚物処理後�

　飲食店使用例�

　調理器具�

スプレーボトルなどの容器に入れてお使いいただけます。�

タオル・ふき
ん類の洗濯時�

厨房内�
・従業員様の手洗いでの除菌�
　(アルコ－ルと違い手荒れが�
　 ないので、手荒れから起こ�
　 りうる黄色ブドウ球菌の�
　 リスクを減らせます。)�

・トイレ清掃�
　(トイレの除菌に使用する�
　 ことで、ノロウイルスの�
　二次感染を防げます。)�

・カビ予防�
　(壁・床あるいは排水溝など�
　 の、カビ・悪臭を軽減でき�
　 ます。)�



導入後の衛生環境を守るために�
�
�

ATP検査で衛生管理をサポート致します。�

ATP検査(有機物検査)の実施� 「汚れ」の数値化� 報告書をお届け� HACCPでの活用�

画像つきの報告書に
まとめ郵送致します。�

定期検査と「汚れ」�
の数値化により、従
業員様の衛生意識の
改革・向上につなが
ります。�

月に一度、マニュア
ルに沿った方法で検
査を行い数値を測定
します�

ATP検査について：有機物「汚れ」を測定する検査で、細菌を測定する検査ではありませ�
　　　　　　　　　 ん。しかし「汚れ」を元に細菌は増殖します。ATP検査により菌の�
　　　　　　　 　　存在する可能性を知ることにより、適切な対策を取ることができます。�

衛生管理の記録を残す�
ことで、HACCP要綱に�
活用頂けます。�


